
市政に関する地域座談会実施報告書 

開 催 日 時 平成３０年８月２日（木）午後７時３０分～午後８時５５分 

会   場 本楯公民館 

地域座談会の内容（質疑応答の内容等） 

①本楯公園の樹木の枝が隣地宅まで伸びており、剪定していただきたい。 

また、春先にアメシロがつくので、消毒をお願いしたい。 

→現場を確認したところ、アメシロ等の害虫の発生・被害は見られません

でした。今後発生が確認された場合に実施しますので、建設管理課に連

絡をお願いいたします。また、樹木については、北側の家屋にかかって

いる枝を剪定いたします。         

 

②本楯公園の照明灯下部が腐食しており、転倒の危険がないか見てほしい。 

→応急処置として腐食部の錆を落とし、塗装を行うとともに、建て替え更

新等を検討してまいります。                

 

③地域外の方がゴミ置き場にごみを置き捨てにする事例が後を絶たない。良

い対策案はないか。 

→対策として、監視カメラの設置があります。県または警察署の監視カメ

ラを借りて設置することもできます。借りる場合は、市に相談してくだ

さい。また、ごみの中身の確認により、投棄者の確定につながりますが、

直接当事者とは話さず、市に相談していただければと思います。 

また、センサーライトや注意喚起看板等も有効な手段かと思います。              

 

④豪雨になると本楯５町会北側（沼川右側）の道路が冠水し、住宅に浸水し

ないか心配である。検討願いたい。 

→当該道路側溝の排水口は、沼川の水位が高くなると排水が機能しなくな

るという構造的な問題があることを確認いたしました。 

現在、沼川の管理者である山形県（西村山河川砂防課）に相談しており、

回答を待っているところです。それまでは土のう積み等による防御を本

楯区自主防災会等で対応していただきたいと思います。（土のうについ

ては建設管理課が提供いたします。） 

 

⑤市では空き家の連絡先等を把握しているのか。 

→空き家が年々増え、所有者等がわからないものもあるというのが実態で

す。個人情報なので簡単には教えられないが、地域住民の方が困るよう

なことがあれば、できる限りの情報はお伝えしたいと考えています。 



 

⑥花楯アパート付近交差点の縁石が破損し、自転車等転倒の危険がある。北

進するトラックが左折する際に縁石に乗り上げるのが原因のようである。 

→速やかに修繕し、原状に回復してまいります。 

 

⑦市の防災マップでは本楯５町会は洪水の浸水深が０.５から３ｍ未満とな

っている。沼川の水門の整備などもなされているが、実際はどうなのか。 

→西日本の水害での識者の話では、ハザードマップの通りに浸水したとい

う所もあるので、万が一のことも想定しなければなりません。 

避難場所は寒河江小学校となっていますが、現実的に避難できるかの検

討も必要。地域での訓練も必要ですし、機会があれば危機管理の説明も

させていただきたいと思います。 

 

⑧上水道統合記念イベント「水の恵み・自然の恵み」に参加した。会合で水

の説明を受けたが、寒河江の水はおいしく、寒河江に住んでよかったと思

っている。映画「人生フルーツ」の上映もよかった。 

→映画は評判が良かったようです。 

試験的に寒河江の水（慈恩寺ラベル）を２万本作り、イベント等で無

料配布をしています。来年販売するかどうかを検討していきます。 

 

⑨さくらんぼ選別機補助の助成に応募したが採択されなかった。額は少なく

て良いので、もっと多くの人が該当するようにできないか。 

→農林課に状況を確認し、検討します。 

 

⑩ひふみ～満福寺の都市計画路線の整備はどのようになっているのか。 

→今年３月に策定した新しい計画にも都市計画路線を東へ伸ばし、新たな

バイパスにつなげる計画を載せており、前向きに取り組んでいきたいと

思っています。 

 

⑪公民館(分館)の建て替え費用について、市の助成はあるのか。 

→市の公民館建設の助成額は新築の場合は限度額 600 万円となっていま

す。それより有利なコミュニティセンター助成事業（㈶自治総合センタ

ー 限度額 1,500万円）もありますが、２年くらい前から意思表示をし

ていただければと思います。 

 

⑫防犯カメラ設置を町会で取り組む場合、市で助成措置を検討いただきたい。 

→市でカメラを設置している所もありますが、全て行政が設置するにも限

界がありますので、補助に取り組む先進自治体などを参考にしながら、

検討していきたいと思います。 

 



⑬町会長が市から預かっている防災無線の活用はどうなっているのか。 

→この度の西日本豪雨では雨の音がうるさくて外の防災行政無線が聞こ

えないというケースもありましたので、町会長へ確実に情報を伝える道

具として非常に有効ですので、引き続き置いていただきたいと思ってお

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


